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～ご挨拶～ 

新春のお喜びを申し上げます。昨年は６月の改選を経て２期目をスタートさせていただ

きました。教育民生常任委員長、広報委員長とさらなる大きな責任を与えていただき、

より皆さまからのご意見に耳を傾け形にする使命感を胸に、あわただしくもあっという間に

半年が経ちました。特に議会広報「とびら」は大きな改革を実行してい

る最中です。 

うさぎ年の今年は飛躍の年と言われますが議会一丸となり、より多くの皆

様の声にこたえられる 2023年にしていきたいと思います。今後ともご指導のほどよろしくお願いします。 

 

令和４年度１１月随時会議レポート   

11/30に随時会議を開催。 PayPayを活用したキャッシュレス決済ポイント還元事業で想定を 

上回る利用があり、予算が不足するため財政調整基金を取り崩して５０００万円を追加。  

 

令和４年度１２月定例会議レポート  

令和４年度一般会計補正予算総額 １１２億 4382万円 

12/5～19 まで 1２月議会定例会議を開催。条例改正、制定等について議案７件と補正予算案 6件、そして最終日に

追加補正予算案１件（PayPayポイント還元事業へ２０００万円の追加）が全て全会一致で可決。 

主な事業は 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〜みんなが笑顔になれるまちづくり〜 令和４年度１１月随時会議、１２月定例会議 Vol.１２ 

    

◎トキ生息環境モデル事業 100万円 

化学肥料削減などを先行的に実施しているとして春木地区をモデル地区に選定。 

江の設置、水田と用排水路間の魚道の設置、水田整備、生息環境調査費など。 

 

委員会レポート 

１０月１９日に議会広報特別委員会で津幡町議会の議会広報調査委員会へ視察研修を行い

ました。約３年ぶりに他市町の委員会へ訪れる機会を与えていただき、大きな学びを得まし

た。議会広報は町民に議会に興味を持っていただき知ってもらうツールとして大きな役割が

ありますが、全戸配布されているとはいえ我々作り手側の思いが伝わっているのか、読んで

いただいているのか見えてきません。町をよりよくするためにこのような議論が行われている、

ということをしっかりと発信していかねば、と気持ちを新たにした良い機会となりました。 

 

 

⇑中能登町議会広報とびら 



中能登町議会議員  古玉いづみ  

事務所：〠929−1817 石川県中能登町徳前の部１５－１ （徳前セブンイレブン向い） 

☎０７６７－７６－０７０６ 

📱０９０－２８３６－６７９３ 

ホームページ : http://izumikotama.net          

メール : info@izumikotama.net           ホームページ     

 

 あなたの意見を

お聞かせ下さい 

 

 

令和 4年 12月 14、15日に一般質問が行われ 

12名全員が登壇し古玉いづみは 11番手で 4つの 

質問を行いました 

 

 

 

一般質問Q＆A  

１．デジタルインフラの環境整備をすすめよ 

Q 

情報推進課の移動についての今後の計画は。 

また、インターネット容量アップ時の金額見直しは。 

高速大容量の通信サービスの提供に関して今後の展

望は。 

A 

令和４，５年で鹿島エリアの設備更新を行い、完成後

には情報推進課を総務庁舎へ移転させる。 

１ギガへは通信用光信号変換器から放送用へと給電

方法の切り替えが必要なため放送サービスへの加入

が加わる。料金は金沢ケーブルと交渉中。設備更新

中の機器は高速大容量のサービスに対応可。 

 

２.町有施設の料金見直しを  

Q 

近隣市町と比べ金額が高く利用しにくいとの声を聞

く。経済活性化、賑わい創出のため、地元の小規模

事業者がマーケット開催などで公共施設を利用しや

すい価格設定を。 

A 

他市町と比べて特に使用料が高い認識はない。 

町民、公共団体等は減免となるが営利団体に関して

は基本２倍の料金設定となっている。町や商工会等

の後援事業は減免となるため、有効に活用し施設を

利用していただきたい。 

３．新入学児童生徒の家庭へ支援を  

Q 

制服代が小学校で２万円前後、中学校では４万６千

円ほど。入学準備に１０万円を超える。就学支援はあ

るが支援対象者が限定されている。小学校は祝い金

が支給されるが、さらに制服費補助や祝い金の無い

中学校入学の祝い金の支援を。 

A 

来年度１４２名の入学がある中学校も義務教育である

ので、今はヘルメットの支給をおこなっているが、それ

以外にも来年度予算に諮って何かしらの対応を行う。 

 

４．通学路の安全確保を 

Q 

金丸地区で大きな交通事故が発生し、町内で事故

が頻発している。交通ルールのマナーの悪さも目立

つが子供たちの通学路の安全確保を。 

A 

事故発生後すぐに防犯灯の設置を指示。通学路の

点検は関係機関と相談し日没を考慮して行うことも

必要。悪質な運転は交通取り締まり強化をお願いす

ることも一つであり啓発していく。 

 

 

 
YouTube 

mailto:info@izumikotama.net

